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地域おこし協力隊通信

町民のみなさんこんにちは。地域おこし協力隊が江府町に移住してから半年が

経ちました。今月の担当は、上谷・片岡です。

地域おこし協力隊通信

№７ ～秋を満喫～

　江府町に移住して初めて取った免許が8月に取

得した狩猟免許で、私は11月半ばに始まる猟期

に興味津々です。免許が取れてもまだまだ初心

者なので、これから里山や鳥獣について諸先輩

方に教えていただくことばかりですが、少しで

も江府町や宮市の農作物への被害が減らせるよ

うに頑張っていきたいと思います！

　宮市に作った畑『なかまなふぁ～む』では、

葉物野菜がぐんぐん育っています。収穫がとて

も楽しみです。

　つい最近、町民の方から、昔は田植歌という

ものがあり田植えの疲れを労うために歌う歌が

あると聞きました。歌うのは恥ずかしいので、

スピーカーを畑の近くに置いて、お気に入りの

音楽を聴きながら畑仕事に熱中しています。

　　　　　　　　　　　（農業班・片岡薫哉）

　町おこし班の上谷がした秋らしい活動は、江尾地区町民運動

会や職域卓球大会の参加、町の紅葉観察、ノルディックウォー

クなど。他にも、焼き芋を食べたり、どんぐりを拾ったり…秋

ならでは！なことを沢山しました。夏は暑くて休みの日は家に

引きこもりがちでしたが、涼しくなってきた秋はどんどん外へ

出ていき新しいことに挑戦している毎日です。まだ、紅葉に囲

まれている江府町の絵を描いていないので、紅葉が散る前に絵

を描きにいろいろなところへ出かけたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（町おこし班・上谷美波)


